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数学 A 第 1 章 場合の数 No.6 

学習のねらい 

組合せとは何かを理解し、扱えるようになろう！！ 

 

例）A、B、C、D、E の 5 ⽂字から 3 ⽂字を選ぶとき、選び⽅の総数は
何通りあるか。 

 
 順列との違いはわかるだろうか。順列は「選んで並べる」だったのに
対し、今回は、「選び⽅」について問われている。 

簡単に⾔うと、(A、B、C)と(C、B、A)が同じということだ。 

 
 つまり、5 ⽂字から 3 ⽂字選んで、グループ分けをすると、 

 

になる。全部で10通り出てきた。これは、 
5 ⼈から 3 ⼈選んで並べたときの総数

3 ⼈を並べたときの並べ⽅ =
P!"
	

3!  

となる。5 ⼈から 3 ⼈選ぶときの、選び⽅の総数を C!"
	 と表すと、 

C!"
	 = $!"

	

!!
と計算することができる。 

 
  異なる𝑛個の中から𝑟個を選ぶときの、選び⽅の総数を!C"と表す。 

	!C" =
P𝑟𝑛
	

𝑟! =
𝑛 × (𝑛 − 1) × (𝑛 − 2) ×⋯× (𝑛 − 𝑟 + 1)

𝑟!
=

𝑛!
(𝑛 − 𝑟)! 𝑟!

 

 
また、以下の性質がある。 

1.		!C" = 	!C!#"  2.		!C$ = 𝑛  3.		!C! = 1  4.		!C% = 1 
 簡単に確認する。 
 1.は、例えば、 C!"

	 とは、異なる 5 個のものから 3 つを選ぶというこ
と。つまり、異なる 5 個のものから選ばないものを 2 つ選ぶと考えても
良い。よって、 C!"

	 = C("
	 ということだ。 

 2.は、異なる𝑛個の中から1個を選ぶという意味だから当然この結
果である。 
 3.は、異なる𝑛個の中から𝑛個を選ぶ、つまり全部選ぶわけだ。
つまり、1通りしかない。 
 4.は、「何も選ばない」ということなので、何も選ばない 1 通り
である。 
 この約束事は、頻繁に使うのでしっかり慣れておこう。 
 

組合せの公式 
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♢問題 

1. 次の計算をせよ。 
 (1)	&C' (2)$%C( (3))C) (4)*C% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. 男⼦ 5 ⼈、⼥⼦ 4 ⼈の中から、3 ⼈を選びグループを作る。次の問
いに答えよ。 

 (1)	3⼈グループは全部で何通り作れるか。 
 (2)	男⼦から2⼈⼥⼦から1⼈を選ぶとき、何通りのグループが作れる

か。 
 (3)	男⼦が少なくとも1⼈含まれるように選ぶとき、何通りのグループ

が作れるか。 
 


